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建築と庭園の結びつきの視点
森蘊と堀口捨己・西澤文隆の桂離宮意匠論
The viewpoint of the relationship of architecture and garden
The design theory of Katsura-Rikyu of Mori Osamu
and Horiguchi Sutemi, Nishizawa Fumitaka























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注１）森 1973 p.12 このとき森は田村剛の造園学の講義について「そのはじめごろには日本庭園史をや
ろうなどとは思わず、洋行帰りの新知識のにじみ出る西洋庭園のあたりが一番おもしろく感じられ
た」としている。




注３）森 1973 p.24 に記述がある。
注４）森 1971 p.13, 1973 p.28, 1983 などに記述がある。




注６）森 1953 p.6 「昭和25年度に於ては文部省科学研究費の補助を受け、東京工業大学教授谷口吉郎博
士の協力者として、博士より種々便宜を輿えられた」とある。
注７）森 1981 pp.7-8 森は「日本庭園史学をはじめた人たち」として他に外山英策・吉永義信を挙げてい
る。
注８）西澤 1988b p.87 「緑・人・自然―［対談・村野藤吾］」に記述がある。初出は雑誌『都市住宅』1973
年５月号である。この対談のなかで村野は戦争中の仕事がなかった時に『日本庭園発達史』を一生
懸命読んでぼろぼろになったと述べている。
注９）西澤 1978 p.76 西澤が大阪で仕事をするようになったのは坂倉準三建築研究所大阪事務所開設に
よる。
注10）金澤 2006 p.39 に記述がある。
注11）西澤 1978a p.77 に記述がある。
注12）森と西澤の実測図については、前々稿 田中 2015 pp.28-32 において考察を行なっている。
注13）堀口の『庭と空間構成の伝統』に対する西澤の書評は『国際建築』1965年９月号に掲載されている。
注14）タウト 1946 p.242 タウトは1933（昭和８）年５月３日に来日し、1936（昭和11）年10月まで日本
に滞在した。
注15）岸田 1929 自序 に記述がある。
注16）タウト 1946 p.249 タウトは『ニッポン』を1933（昭和８）年６月24日から７月12日の間に書いた。
注17）タウト 1946 p.250 「日本建築の世界的奇蹟」は1934（昭和９）年10月に書かれ、翌1935（昭和10）
年１月発行の欧文雑誌 “Nippon” に掲載された。
注18）タウト 1946 p.250 「永遠なるもの」は1936（昭和11）年１月に書かれた『日本の家屋とその生活
（Das japanische und sein Leben, 1936）』の最後の章である。『日本の家屋とその生活』は1949（昭和24）
年に日本語訳が出版された。
注19）藤島 1945 p.137 に記述がある。
注20）森 1957 あとがき 森はそのころ大学院に在籍しながら庭師の内弟子として作庭の現場を経験し
ている。
注21）森 1973 p.30 に記述がある。
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注22）森 1955a p.165 森は加工石像材料として畳石・石燈籠・手水鉢を挙げている。
注23）森 1955a pp.165-166 森は平安から室町時代の庭園が主として絵画にあらわれた二次元の景観を
三次元の庭園としてあらわしたものであるのに対して、桂離宮は第四次元の時間的推移まで考慮に
入れた最初の試みであったのが日本庭園史上最も特色ある点であるとしている。
注24）森 1955a pp.103-104 に記述がある。
注25）森 1956 pp.91-92 グロピウスが来日した時の様子はグロピウス会編集『グロピウスと日本文化』
（1956年 彰国社）にまとめられており、森も「グロピウス博士の日本観」という文章を書いている。
注26）森 1956 pp.95-96 森はこの明るさは明瞭に創始者の作意の中に意識されているとしている。
注27）森 1956 pp.97-98 に記述がある。
注28）森 1956 pp.98-99 に記述がある。
注29）森 1956 pp.102-104 森は桂離宮の造営時に八條宮家に西欧文化の刺激が入る可能性はあったとし
ている。
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